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１. はじめに
ここ数年, 毎年 1回高麗大で授業をしてきた. そして,
2013 年の授業を基に ｢韓国高麗大生と学ぶ 『富士山』
の授業─日韓ナショナリズムのありようとかかわっ
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だが, 1945 年の敗戦とともに市川は再び女性の権利拡張運動を始め, ｢平等なくして平和なし, 平和なくして平等なし｣
と強く主張するに至る. 思想や行動が大きく揺れたと見る中で, 戦中・戦後を通底する, 市川に内在するナショナリズムを
喝破した韓国の学生もいる.




准に努めた, 思想家であり, 実践家だった*4. と同時に,
多くの研究者が指摘するように, 戦争に協力した事実は









裏に刻まれたという. その当時をふり返って 『自伝』 で
は, ｢私の生まれたのは明治 26 年 (1893) 5 月 15 日だ
が, この時期は明治憲法公布 4年後で, 婦人の政治活動
を禁止した集会及政社法公布 3年後であった｣ と記され
ている*7.
こうして, 1945 年 11 月の治安警察法の廃止とともに
女性の政治活動が自由になり, その後参政権 (同年 12










(1969 年 12 月 25 日) から, ミカン箱の上で演説する市
川の姿を紹介した.
次に, 朝日尋常高等小学校の教師時代*10, 新婦人協会
の結成 (1919 年)*11, アメリカ・セネカフォールズで開
かれた男女同権大会 75 周年記念大会に参加したこと
(1923 年)*12, 婦選獲得同盟の設立 (1924 年)*13, そして
｢ポスター, ちらしの配布準備をする普選達成婦人委員




さらに, 第 1 回全日本婦選大会 (1930 年 4 月 27 日),





議論を見てみた. 吉良元夫 (政友本党) は ｢(先進国の
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には必要｣ (クォン・ボヘ) であり, ｢今では当たり前の
考えをすべての人々の前で叫ぶことができた彼女の勇気
に拍手を送りたい｣ (ヨ・ヒョング) と, 市川の主張に




























(市川房枝 ｢婦人の社会運動｣, 『市川房枝集』 第 1巻,


































川房枝のような思想家 (運動家) が ｢女性参政権｣ に























また, 1942 年には台湾の皇民奉公会の招きで, 市川
は台湾に赴き, 40 回の座談会や講演会に出席して翌年





















以上にふれながら, ｢[資料 2, 3 ] を読んで, 市川房
枝の思想や行動をどう思いますか｣ と, 学生たちに聞い
た.
































(市川房枝 ｢婦人と国家｣, 同編 『戦時婦人読本』 八紘







台湾南方開拓者浜田与兵衛史跡にて (1942 年 12 月, 市川房江
研究会編著 『平和なくして平等なく平等なくして平和なし』 ド




































1945 年 8 月 25 日, 市川らは婦人活動家に呼びかけ ｢戦
後対策婦人委員会｣ を結成し, その委員会総会 (9 月 24
日) は政府・政党に婦選を要求した. そればかりか, 市
川を初代会長とする新日本婦人同盟は, 初の参政権行使




実は, 1944 年 6 月から市川は八王子郊外の川口村
(現八王子市) に疎開するが, そこで村の人々との交流
を深め, 市川は ｢自由主義者｣ と理解されていた. 当時
の ｢自由主義者｣ とは ｢非国民｣ の同義語である. つま
り, 村の人たちから ｢自由主義者｣ ではあるが, ｢心に
深みがある｣ 人として理解され, そのことが戦後になり
村の青年たちが ｢民主主義とは何か｣ などと市川と議論






























































































































そして, ｢市川房江年譜｣ (本稿末尾) から, ｢1945 年
8 月 25 日 婦選要求｣, ｢1951 年 12 月 22 日 再軍備反















評論』 編集部編 『近代日本女性史への証言』 ドメス
出版, 1979, 77 ページ)
札幌で茶を飲む (1946 年八月 23 日), 『平和なくして平等なく
平等なくして平和なし』, 39 ページ). 左から市川房江, ウィー
ド中尉, 藤田たき.
対｣, ｢1965 年 4 月 12 日 北爆反対｣ という項目が拾え
ることを確認しつつ, ｢国連婦人の十年中間年日本大会
のデモ行進 (1980 年 11 月 22 日)｣ に参加するようすを
下の写真とともに紹介した*37.
国連ＮＧＯ国内婦人委員会以下 48 団体, 2300 人が参






これらのことを紹介しつつ最後に ｢[資料 1～ 4 ] を
読んで, 市川房枝の思想や行動をどう思いますか｣ と,
学生たちに聞いた. このとき, ｢日本で女性参政権が実
現したのはいつか｣ という質問があったので, 1945 年
12 月だと答えた. 全員でその事実を確認することがで
きたので効果的な質問だった.



















































(1977 年 10月, 『平和なくして平等なく平等なくして平和なし』,
65 ページ). 左から朴順天, 石川房江, 黄信徳, 李兌栄
国連婦人の十年中間日本大会のデモ行進 (逢田子編 『市川房江
生誕 100 年記念 市川房江と婦人賛成権運動』 財団法人市川房







































































メリカより 20 年ほどにすぎなかったものの 1945 年に
女性参政権を得た. これは市川房枝のような運動家の




































*１ 『歴史地理教育』 2015 年 5 月号.
*２ 『日本福祉大学子ども発達学部論集』 8 号, 2016 年 1 月.
*３ 例えば, ｢民主主義の芽を育てる歴史教育をめざして｣,
『第 23 回日韓歴史教育交流会』, 2015, 1 ページ.
*４ 黒木俊治 ｢市川房枝─人権の闘いドラマ｣ で, 市川を ｢実
践, 行動の人｣, ｢理屈ではなく行動で示す｣ と断定してい
る (『社会科教育』 2013 年 7 月号, 96 ページ). おそらく,
『市川房枝自伝戦前編』 (新宿書房, 1974, 以下 『自伝』)
で ｢私はもちろん思想家ではない. 大正デモクラシーの洗
礼を受けた自由主義者のひとりで, 極めて現実主義の運動




の運動において指導者であり, 同時に ｢強靱な思想家｣ で
あったと喝破している (財団法人市川房枝記念会監修 『市
川房枝集 別巻』 日本図書センター, 1994, 12～17 ペー
ジ).






想』 三省堂, 1979). 犬丸義一も鹿野のこうした論議に一
定留保しつつも賛同し, 問題は戦争に協力した事実を市川
自身が認め, ｢戦後, 一貫して, 平和運動に従事してきた｣
ことこそが大切だと説く (犬丸義一 ｢現代史のなかの市川
さん─戦争と平和の問題をめぐって｣, ｢市川房枝というひ
と｣ 刊行会編 『市川房枝というひと─100 人の回想』 新宿
書房, 1982).
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市川房枝年譜
1893.5.15 愛知県中島郡明地村 (現尾西市) の農家の三女
に生まれる
1912.4 新設の愛知県立女子師範学校に移る. 新校長の
良妻賢母教育に反発, 同級生 28 人とストライキ
を起こし 28 カ条の要求書を提出
1913.4 女子師範卒業, 朝日尋常高等小学校の訓導となる
1917.7 名古屋新聞 (現・中日新聞) の記者となる
1918 イギリス女性参政権実現




1924.12.13 ｢婦人参政権獲得期成同盟会｣ (翌年 ｢婦選獲得
同盟｣ と改称) 創立に参加
1925 普通選挙法公布 (1928 最初の男子普通選挙)
1931.2.28 婦人公民権衆議院で可決, 貴族院で否決
1931.9.18 満州事変
1937.1.24 第 7 回全日本婦選大会 (主催 4団体, 後援 22 団
体) 最終回
1937.7.7 日中戦争









1945.11.21 勅令で ｢治安警察法｣ 廃止, 女性の政党加入自
由となる









1953.4.25 第 3 回参議院議員選挙に東京地方区から ｢理想
選挙｣ で立候補, 2 位当選
1956.12.18 日本, 国際連合に加盟
1957.4.1 ｢婦人団体国会活動連絡委員会｣ 組織 (6 団体)





1971.6.27 第 9 回参院選東京地方区で落選
1974.7.7 第 10 回参院選全国区で 2位当選




成 (17 団体, 代表世話人)
1980.6.22 第 12 回参院選全国区で 1位当選
1981.2.11 死去, 87 歳 9 カ月
(ＨＰ ｢市川房枝年譜｣ を修正した)




が 1937 年の中国への旅によって ｢いっきょに増幅｣ し,
｢参加→解放への論理｣ を確立させていったとする (鈴木
裕子 『フェミニズムと戦争─婦人運動家の戦争協力』 マル
ジェ社, 1988, 101～135 ページ).
一方, 戦争への加担とともに ｢『婦人解放』 の側面では












*６ 市川房枝 ｢私の婦人運動─戦前から戦後へ｣, 『歴史評論』
編集部編 『近代日本女性史への証言』 ドメス出版, 1979,
68 ページ.
*７ 1890 年には第 1 回総選挙が行われ, 議会が開設されたと
時代と認識されることが多いが, 市川は ｢女性の政治的権
利剥奪元年｣ と認識している. この認識を鹿野政直は ｢風
雪にたえてきたこの婦人運動家の手ごたえを感じずにはい
られない｣ と高く評価している (｢『婦選』 の二字を掲げつ
づけた意味─市川房枝の生と死｣, ｢市川房枝という人｣ 刊
行会編 『市川房枝という人─100 人の回想』 新宿書房, 19
82, 29 ページ).
*８ 鹿野政直 『近代国家を構想した思想家たち』 岩波ジュニア
新書, 2005, 89 ページ.
*９ 中学校歴史教科書の中で, 市川を大きく取り扱っているの
は, 学び舎と教育出版である. 学び舎は, 平塚らいてうと
新婦人協会をつくったこと (2015 年版 [以下, 発行は同
じ年度], 216～217 ページ) や, 婦選が貴族院で否決され
たことによって女性参政権が実現しなかったと記述してい
る (219 ページ). 教育出版は, 口絵で ｢平等なくして平
和なし, 平和なくして平等なし｣ を紹介し, さらに本文で




のなかで市川を扱っている. ただし, 日本文教出版は, 写
真 ｢新婦人協会の第 1回総会｣ を載せている. 育鵬社と東
京書籍は本文には記述がなく, 側注に入れている. 育鵬社
は, 本文の ｢ロシア革命の影響で共産主義の思想｣ が広まっ
たとして, その ｢共産主義の思想｣ の側注に ｢平塚らいて
う, 市川房枝らが活躍した｣ とあり, 市川は共産主義者に
仕立てあげられている (217 ページ). 清水書院と自由社
は市川に関する記述がない.
また, 高校の日本史教科書では, 第一学習社 『日本史Ａ』
(2013 年版) が, 戦前の女性参政権運動ではなく, 戦後の
歴史の中で市川を大きく取り上げている (｢ベアテ＝シロ
タと市川房枝｣, 141 ページ) ことは評価したい. 関連し
て, 河西秀哉 ｢高校日本史で女性の歴史をどのように教え
るか？─近現代史学習のなかで─｣ (『女性学評論』 第 29
号, 2015) が, 女性史に関連して高校日本史教科書の比較
分析をしている.
*10 この頃, 市川はキリスト教系の 『六合雑誌』 に, ｢結婚問
題｣ (1916 年 4 月号, ただし ｢ＦＩ生｣ というイニシャル
で), ｢不徹底なる良妻賢母主義｣ (同年 6 月号, 本名で)
と立て続けに投稿し, 良妻賢母主義に反感を持っていたこ
とがわかる.
*11 新婦人協会については, 市川房枝 『自伝』, 50～101 ペー
ジ参照. なお, 機関誌 『女性同盟』 の記事から新婦人協会
の性格について, イ・ウンギョン ｢大正期日本の女性運動
の組織化と路線葛藤─ 『女性同盟』 を通して見た新婦人協
会 (1919～1922) の歴史と意義｣ (『東洋史学研究』 第 116
輯, 2011, 韓国語) が分析している.
*12 この記念大会については, 『自伝』, 119～120 ページ参照.
*13 1925 年には婦選獲得同盟の最初の県支部である千葉支部
が 300 人で設立され, 1933 年にその会員数がピークに達
した. しかし, 行政の侵略戦争準備などによって自主的婦
人団体の活力が削がれ, 1940 年には ｢不本意な解散｣ を
強いられた (伊藤康子 『草の根の婦人参政権運動史』 吉川




*15 『自伝』, 171 ページ.
*16 婦選獲得同盟, 婦人参政同盟, 日本基督教婦人参政権協会
の三者共催で行われ, そして後援団体は日本基督教婦人矯
風会など十団体が名を連ねた (『自伝』, 257 ページ). な
お, 市川を襲った暴漢は, 赤尾敏だったとされる (『自伝』,
258 ページ).
*17 第 50 議会本会議 (1925 年 3 月 20 日), 『大日本帝国議会
誌』 第 15 巻, 1930, 1379 ページ. ただし, 菅原和子 『市
川房枝と婦人参政権獲得運動─摸索と葛藤の政治史』 世織
書房, 2002, 53 ページより再引用.
*18 ｢地方自治と女子参政権｣, 『地方行政』 1925 年 2 月号. た
だし, 菅原和子, 前掲書, 63 ページより再引用.
*19 金子しげり ｢大日本連合会発会式拝見の記｣, 『婦選』 1931
年 4 月号. ただし, 菅原和子, 前掲書, 152 ページより再
引用.
*20 『第 59 回帝国議会貴族院議事速記録』 第 59 議会下, 第 57
巻, 東京大学出版会, 1983, 627～636 ページ. ただし,
菅原和子, 前掲書, 151 ページより再引用.
*21 『自伝』, 361 ページ.
*22 ｢私は実は本島人 [台湾人─引用者] の方々の生活してお
られるほんとうの姿を拝見したいと存じ, ……夜独りで宿
屋を抜け出して, 盛り場を拝見に行ったり, また, 本島の
皆様方のお宅も失礼ながらのぞいて歩いたりいたしました.
……残念ながらここでは国語は殆ど一言もきかれませんで






行─12 月 23 日ラジオ放送｣, 12 ページ. ただし, 進藤久
美子 『市川房枝と ｢大東亜戦争｣ ─フェミニストは戦争を













｢見て来た新支那 (下)｣, 『婦女新聞』 1940 年 4 月 28 日).
*23 東条英機, 第 83 回臨時議会, 1943 年 10 月 27 日. だたし,
菅原和子, 前掲書, 445 ページより再引用.




ば屈折した ｢反動の側に立つ｣ 論理だった (同前, 450ペー
ジ).
*25 伊藤康子, 前掲書, 167 ページ. なお, 同書は, 地域 (愛
知県) からの視点で戦前・戦後の女性参政権獲得運動を分
析している.











泉靖一編 『世界の名著 59』 中央公論社, 1967, 403 ページ)
が想起される.
*28 1945 年 12 月 4 日, 『帝国議会衆議院議事速記録』 第 88 議
会・第 89 議会, 第 81 巻, 東京大学出版会, 1985, 70 ペー
ジ. ただし, 菅原和子, 前掲書, 489 ページより再引用.
*29 上村千賀子 『女性解放をめぐる占領政策』 勁草書房, 2007,
25 ページ.
*30 CIE, "Civil Educaton of Women (A onversazione)",
GHQ/SCAP Records, Box no.5250, Folder title: Politics,
Political Education. ただし, 上村千賀子, 前掲書, 32 ペー
ジより再引用.





















『季刊三千里』 17 号, 1979, 101 ページ). そして, 1924
年 9 月に開かれた ｢被虐殺朝鮮同胞記念追悼会｣ で, 朴順
天は ｢私共は何等かの手段で復讐せねばならぬ｣ と叫んで










文, 2010) が, 1941 年 12 月に開かれた ｢朝鮮臨戦報国団
血戦婦人大会｣ (朝鮮臨戦報国団は皇道精神の宣揚と戦時
体制下での国民生活刷新を推進することを目標に設置され
たが, 1942 年に国民総力朝鮮連盟に吸収される) に演者
の一人として参加する. 解放後は, 一転して政治家として
の道を歩む. この過程については, 青木育美 『現代韓国と

















研究』 創作と批評社, 1995, 224 ページ, 韓国語より再引
用).



















諸般の情勢から控えたという. 折しも, その年の 9月には
関東大震災が起こり, 多くの朝鮮人が虐殺されている (山
川菊栄 ｢私の会ったアジアの女性たち｣, 『おんな二代の記』
東洋文庫, 1980, 311～323 ページ). 山川は, 黄信徳が上
述の ｢三・一独立運動一周年記念示威｣ に参加して 7カ月
間拘留されたとしている (同前, 316 ページ) が, 7 日の










｢朝鮮女性の座談会｣ に参加し, 市川は ｢朝鮮のさういふ
政治のやり方もよくないのでせうが, そこらだけを非難さ
れないで, 一つ物の考へ方を, その方向へ変へて行つたら,





応せよ, そうすれば ｢仕事がし易くなるではないか｣ と諭
したのである (｢朝鮮の知識人の語る朝鮮の現状｣, 『婦人
公論』 1940 年 5 月号, 358～365 ページ). また, ｢黄信徳






と女性解放を掲げる在日の思想団体 ｢三月会｣ (1925 年 3







大学研究紀要』 第 45 号, 2008, 310～311 ページ). この
記述では黄信徳の三・一独立運動への ｢関与｣ がどの程度
なのか不明だが, 運動を計画したのは姉の黄愛施徳











鮮人留学生と 『女子界』 を中心に｣, 『言語・地域文化研究』
















黄信徳は教育の道ひとすじに歩んだ. そして, 二人は ｢日
本ではほとんどと言ってよいくらい知られていないが……
韓国においては, およそその名を知らぬ人はない巨大な存
在｣ としている (『アジア女性交流 明治・大正期篇』 筑


















































*37 韓国でも, イ・ジヨン ｢戦後日本の民主化運動のリーダー
シップ─市川房枝 理念, 機会構造, 動員戦略としてのネッ
トワーキングを中心に｣ (『ＥＡＩ日本研究パネル報告書』
№4, 2012, 韓国語) は, 市川の戦後の活動を ｢女性の主
体性回復を通して日本の草の根民主主義の強化に寄与した｣
と高く評価している.
*38 国連婦人の 10 年間中間日本大会実行委員会編 『国連婦人
の 10 年間中間日本大会記録』, 1981, 65～66 ページ. な
お, この ｢記録｣ では, 1981 年 2 月 11 日に亡くなった市
川への追悼辞 ｢かけがえのない市川先生を失って｣ を鍛冶
千鶴子が書いている (同前, 2 ページ).
*39 ジェンダーとナショナリズムとの関係については, 上野千




















*41 ここで, 想起されるのは ｢問題は, 真実と虚偽を発見する
ことにあるよりも, むしろ, 人間がいかにしてすこしずつ
矛盾を克服してきたかを理解することにあった｣ (クロー
ド・レヴィストロース ｢悲しき熱帯｣, 泉靖一編 『世界の
名著 59』 中央公論社, 1967, 394 ページ) という言である.
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